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秋
の
日
の
ヰ
オ
ロ
ン
の
…



「楽都」で作る国産材ヴァイオリン

　
数
々
の
著
名
な
演
奏
家
を
世
界
に
輩
出

す
る
ス
ズ
キ
メ
ソ
ー
ド
が
誕
生
し
、サ
イ
ト

ウ
キ
ネ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
毎
年
開
催
さ

れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る「
楽
都
」松
本
市
。

弦
楽
器
製
作
者・井
筒
信
一
さ
ん
の
工
房
は
、

そ
ん
な
松
本
市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
た
山

間
に
あ
り
ま
す
。

　「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
に
お
い
て
も
っ
と

も
大
切
な
の
が
木
材
。そ
の
素
材
の
特
性
を

引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
は
職
人
の
技
次
第

で
す
」

　
そ
う
語
る
井
筒
さ
ん
は
、ろ
く
ろ
を
使
っ

て
木
の
器
物
を
作
る
木
地
師
の
家
に
生
ま

れ
、幼
い
こ
ろ
か
ら
父
の
も
と
で
木
に
親
し

み
、ま
た
、教
会
で
賛
美
歌
の
音
楽
に
触
れ

て
育
ち
ま
し
た
。20
歳
に
な
っ
た
井
筒
さ
ん

は
、ス
ズ
キ
メ
ソ
ー
ド
の
創
始
者・
鈴
木
鎮

一
氏
の
弟
で
あ
る
鈴
木
士
郎
氏
の
も
と
に
入

門
し
、
11
年
間
修
業
を
積
ん
だ
後
独
立
し

て
47
年
目
を
迎
え
ま
す
。製
作
し
た
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
が
、世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト・五

嶋
龍
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
公
演
で
使
わ
れ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
井
筒
さ
ん
が
作
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大

き
な
特
徴
は
、国
産
の
カ
エ
デ
と
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
を
使
用
し
て
い
る
点
で
す
。独
立
当
初

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
材
料
を
仕
入
れ
て
い
ま

し
た
が
、日
本
の
自
然
の
恵
み
で
あ
る
木
を

使
っ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
作
れ
な
い
か
考
え

て
い
る
時
、名
古
屋
の
老
舗
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

工
房
が
明
治
時
代
に
北
海
道
産
の
木
材
を

使
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、釧
路
に
出
か
け

て
そ
の
質
の
よ
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
以

来
、こ
の
材
料
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　「
世
界
最
高
峰
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス

が
地
元・ク
レ
モ
ナ
の
材
料
を
使
っ
て
製
作

さ
れ
た
よ
う
に
、私
は
国
産
の
木
を
使
い
た

い
の
で
す
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
に
お
い
て

も
っ
と
も
難
し
い
の
は
力
強
い
音
を
出
す
こ

と
で
す
。音
の
響
き
を
左
右
す
る
の
は
材
料

の
厚
み
や
膨
ら
み
で
す
が
、ス
ト
ラ
デ
ィ
バ

リ
ウ
ス
の
厚
み
が
異
な
る
産
地
の
木
に
当

て
は
ま
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
材
は
柔
ら
か
い
の
に
対

し
、北
海
道
産
の
木
は
固
く
、楽
器
に
し
た

際
に
振
動
が
異
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、一

本
の
木
材
で
あ
っ
て
も
日
当
た
り
に
よ
っ
て

年
輪
の
成
長
は
違
う
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
木

に
応
じ
た
厚
み
や
ふ
く
ら
み
に
し
な
け
れ

ば
、音
が
よ
く
響
き
ま
せ
ん
。名
器
で
あ
る

ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た

書
籍
に
は
、木
の
扱
い
や
厚
み
、ニ
ス
や
材

料
が
音
色
の
鍵
と
さ
れ
、『
弦
楽
器
は
こ
う

で
あ
る
べ
き
』と
い
う
理
論
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、ク
レ
モ
ナ
の
地
で
作
ら
れ
る
ス

ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
そ
の
土
地
に
あ

る
材
料
を
知
り
、活
か
す
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
井
筒
さ
ん
の
、そ
の
国
の
素
材
で
、そ
の

国
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
作
る
と
い
う
強
い
意

志
と
、
研
ぎ
済
ま
さ
れ
た
感
性
と
技
術
が

あ
っ
て
こ
そ「
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」が

生
み
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
私
は
一
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
で
き
あ

が
る
と
、い
つ
も『
次
は
も
っ
と
よ
い
音
が

出
る
も
の
を
作
ろ
う
』と
思
い
ま
す
。そ
の

追
求
が
な
か
っ
た
ら
、職
人
と
し
て
の
進
歩

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
弾
き
込
ん
で
い
く
こ
と

で
音
が
よ
く
な
っ
て
い
く
楽
器
で
す
。井
筒

さ
ん
が
心
を
込
め
て
製
作
し
た
楽
器
は
、奏

者
が
弾
き
込
む
こ
と
で
深
み
を
増
し
、成
長

し
て
い
き
ま
す
。

1936年、松本市生まれ。20歳で弦楽
器製作者の道に進み、1966年独立。

ピジョンポスト #23ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします

井筒信一さん

How To
Make a Violin 

も
っ
と
よ
い
音
を
。

〜
自
然
の
恵
み
を
奏
で
る
〜



弦楽器いづつ
松本市中山3729　
TEL 0263-58-6712

こ
ん
な
道
具
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
!

ニス塗り
材料に合わせてニスを塗
り、乾かす工程を繰り返
します。

ネック
角材から切り出
し、ノミ や ス ク
レーパーを使って
削り出し、ネック
を作ります。

製材・乾燥
原木から買い付けて製材し、自然乾
燥させることで、樹脂を固めます。
表甲はアカエゾマツ、裏甲や側板、
ネックなどはカエデが主に使われ
ます。表甲と裏甲は均一な振動で
効果的に音を出せるように切り出
す部分を厳選します。

接ぎ（はぎ）
ヴァイオリン作りにおいてもっとも
難しく、重要な作業のひとつ。大き
なくさび型の板を使い、厚みを半分
にするように割って2枚にしてから、
板の背をニカワで接ぎ合わせます。

ブロックの製作

外形切り出し
板の裏側を平にする「平面出し」
を行い、外形を切り出します。

側板の製作
ヴァイオリンを横から見た時に表板と
裏板に挟まれている側板を作ります。
全部で6枚から構成されています。

アーチ出し・厚み出し
ノミや豆かんな・スクレーパーなどを使って、表甲・裏甲の両方を削っていきます。
アーチを作るために、それぞれのカーブに合ったかんなを使い分け、ノックをする
ようにコツコツと板を叩き、そのタップ音を聞きながら微調整を繰り返して厚みを
調整します。

6

部材を固定し、
作業をやりやす
くするための削
り台は井筒さん
の手作り。足で
押さえて固定が
できる仕組みに
なっています。

［ 

削
り
台 

］

ノミや豆かんな・スク
レーパーなどの刃物は
井筒さんの手作りです。
持ち手にはヴァイオリン
の端材を使っています。

［ 

道
具・工
具 

］

仕上げ
駒、魂柱、糸巻き、指板、テールピー
ス、弦など、本体に音を響かせるための
パーツをぴったりと隙間なく組み込みま
す。こうしてようやく完成です。

ヴァイオリンのコーナー部分にあたる
ブロックを切り出し、型に合わせてニ
カワで接着し、クランプで固定します。

何十年も寝かせている木材
を多くの人に使ってもらお
うと、10数年前からはヴァ
イオリン製作教室を開いて
いる井筒さん。年齢も職業
も出身地もバラバラな生徒
に対し「楽器はきちんと修
理すれば治るのだから、失
敗を恐れてはいけない」と
井筒さんは言います。

How To
Make a Violin 

「井筒流」ヴァイオリンができるまで

パーフリング・ライニング
ヴァイオリンの縁に溝を掘り、本体の
木とは別の材料を埋め込みます。ま
た、側板にライニングという細い板を
貼り付けます。



ミヤマがご提案する汚染土壌の浄化対策です。
ミヤマでは、目に見えない地中の環境汚染に対し、事前の調査・分析により汚染物質の成分や土壌の性状、
拡散状況等を踏まえたうえで、環境負荷の少ない最適な手法をご提案します。

自社開発した土壌中の有害物質を効率的に液中に溶出する化学洗浄技術
で、これまで困難とされたセレンや鉛、ほう素、ふっ素、六価クロム等、第二
種特定有害物質による高濃度汚染土壌の「現地洗浄」を実現します。土壌
搬出のない現地処理は環境負荷が低いことはもちろん、搬出や埋め戻し等に
掛かるコストも大幅に削減が可能です。

土壌汚染対策法に基づく調査に加え、自主調査も承ります。土地取引、工
場移転、漏洩事故、事業譲渡等に伴う調査実績があり、ケースに応じて土
地の履歴や土質、地下水経路、汚染経過等の調査を行います。また汚染
の拡散シミュレーションや対策計画の策定なども行っており、状況に合わせた
対策をご提案します。行政対応についてもご相談ください。

低濃度PCB廃棄物のご相談承ります。
～分析から処分まで～

廃電気機器等の絶縁油中に含まれ
る低濃度 PCB の分析や処分、
PCB 汚染土壌処理のお問い合わ
せが増えています。ミヤマでは、万
全な飛散防止対策を施したうえで専
門のスタッフによるサンプリング、分
析など、安全作業でお客様のご要
望にお応えします。分析後の廃電
気機器の保管・管理方法や処分に
ついてもお気軽にご相談ください。

工場跡地の売却
土壌調査により土壌汚染を確認。　跡地利用が決まっていたため、
早急に対策計画を提案・実施。円滑に土地取引が完了。
工場用地の取得
工場用地の土壌調査で汚染を確認。
行政・地権者・地域住民・企業等、関係者の合意が得られる対策を提案。
設備からの漏洩
改正水濁法に基づく点検業務（ミヤマ実施）により埋設タンクの損傷を発見。
土壌汚染が確認されたため行政へ報告し、汚染土壌を処理。他

＜調査・対策事例＞ ＜処理フロー＞

洗浄

分級後の砂礫

汚染土壌の現地洗浄土壌汚染調査

汚染土壌

脱水 洗浄済土壌

指定調査機関（環2003-1-264）

土壌中の汚染拡散シミュレーション
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